
私
が
ハ
ー
ブ
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
は
、

１
９
８
８
年
「
人
の
命
」
を
正
面
か
ら
向
き

合
う
こ
と
が
起
き
た
こ
と
に
よ
る
。
当
時

高
校
２
年
生
だ
っ
た
娘
を
事
故
で
亡
く
し

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
歩
き

方
を
変
え
、
人
の
命
と
健
康
を
考
え
る

道
を
選
択
し
た
。
そ
し
て
、
人
の
健
康
に

役
立
つ
ハ
ー
ブ
の
活
用
普
及
が
始
ま
っ
た
。

２
０
０
０
年
Ｊ
Ｈ
Ｓ
入
会
。 

  

八
重
山
の
特
徴 

八
重
山
諸
島
は
日
本
の
最
南
端
、
最

西
端
の
位
置
に
あ
り
亜
熱
帯
気
候
の
特

性
を
持
ち
、
島
を
取
り
巻
く
サ
ン
ゴ
礁

を
は
じ
め
、
生
息
す
る
動
植
物
は
他
県

に
比
べ
、
際
立
っ
た
特
色
を
持
つ
。 

一
年
中
暖
か
い
こ
の
島
々
に
は
、
数

多
く
の
「
命
草
」(

※)

が
生
息
し
、
豊

か
な
自
然
の
営
み
が
あ
る
。
西
表
島
の

手
つ
か
ず
の
大
自
然
、
原
生
林
を
思
わ

せ
る
川
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
、
島
々
の
庭

で
は
今
も
「
ア
タ
ク
イ
」(

※)

が
残
り
、

自
然
と
寄
り
添
う
「
命
草
」
の
暮
ら
し

が
今
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。 

 ※
「
命
草
」
第
22
回
全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト･

八
重
山
地
区
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
で
作
っ
た
造
語
。
沖
縄
で
は
「
命
」

の
こ
と
を
「
ヌ
チ
」
と
呼
び
、
ハ
ー
ブ
は
使
い

方
次
第
で
命
を
育
む
草
で
あ
る
と
位
置
づ

け
、
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
願
い
を
込
め

「
ヌ
チ
グ
サ
」
と
呼
ん
で
い
る 

※
「
ア
タ
ク
イ
」
与
那
国
方
言
で
家
庭
菜
園 

  
 

 
 

～
～
～
～
～
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 ハ
ー
ブ
か
ら
み
た
八
重
山
の
気
候
風
土 

八
重
山
は
亜
熱
帯
海
洋
性
気
候
の
特

徴
を
持
つ
。
年
の
平
均
気
温
は
24
℃
と

凌
ぎ
や
す
い
。
寒
暖
の
差
は
小
さ
く
、

最
寒
期
の
２
月
は
15
℃
程
、
真
夏
の

7
～
8
月
に
は
31
℃
程
で
あ
る
。 

地
中
海
原
産
の
ハ
ー
ブ
の
栽
培
は
、

真
夏
の
蒸
れ
時
期
を
外
す
と
、
料
理
に

使
う
オ
レ
ガ
ノ
や
セ
ー
ジ
、
タ
イ
ム
な

ど
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
可
能
で
あ
る
。

特
に
日
本
本
土
の
11
～
３
月
頃
ま
で

の
冬
場
の
端
境
期(

は
ざ
か
い
き)

は
ま
さ

に
八
重
山
び
お
け
る
ハ
ー
ブ
の
栽
培
適

期
で
あ
る
。
ま
た
年
間
降
水
量
は
２
０

０
０
㎜
以
上
と
多
く
、
そ
の
一
方
で
日

照
時
間
の
長
い
地
域
で
も
あ
る
。
大
地

に
降
り
注
ぐ
太
陽
の
ミ
ネ
ラ
ル
は
ハ
ー

ブ
に
と
っ
て
活
発
な
光
合
成
を
促
し
、

ハ
ー
ブ
の
有
効
成
分
を
多
く
作
り
だ
す
。 

こ
の
よ
う
な
気
候
風
土
は
、
ハ
ー
ブ

だ
け
で
な
く
、
人
に
と
っ
て
も
有
効
で

あ
る
。
海
風
を
浴
び
る
と
健
康
に
な
る

と
い
う
の
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
た
っ
ぷ
り

含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
喘
息

な
ど
の
気
管
支
炎
を
患
う
方
に
は
、
リ

ハ
ビ
リ
に
効
果
が
あ
り
、「
シ
ー
テ
ラ
ピ

ー
」
と
呼
ん
で
も
過
言
で
は
な
い
。 

八
重
山
の
ハ
ー
ブ
＝
「
命
草
」 

 
 
 

 
 

 
 

写
真
・
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ラ
ス
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嵩
西 

洋
子 

（新連載） 

第
一
回 

八
重
山
と
ピ
パ
ー
チ 

ピパーチ（ヒハツモドキ）Piper retrofractum Vahl 

コショウ科コショウ属 木本性つる植物 



 
 ●嵩西 洋子 

    

たけにしようこ。JHS

八重山支部長。上

級ハーブインストラ

クター。石垣島ハー

ブスクール代表。 

地域特産物マイスター（(公財)日本特産

農産物協会）。農業生産法人株式会社

石垣島胡椒園代表取締役。全国ハー

ブサミット石垣市大会の際、八重山地

区ハーブフェスティバル八重山実行委

員会専門部会長。著書に『紀和へ』 

島
ハ
ー
ブ
「
命
草
」
の
復
活 

 

「
ピ
パ
ー
チ
」
（
ヒ
ハ
ツ
モ
ド
キ
） 

ピ
パ
ー
チ
は
東
南
ア
ジ
ア
が
原
産
で

あ
る
。
日
本
国
内
で
は
コ
シ
ョ
ウ
科
の

植
物
は
非
常
に
少
な
い
。
ピ
パ
ー
チ
以

外
に
は
、
山
野
で
見
る
フ
ウ
ト
ウ
カ
ズ

ラ
が
コ
シ
ョ
ウ
科
で
あ
り
、
こ
れ
も
薬

用
と
な
る
。
し
か
し
、
葉
や
実
を
食
用
、

薬
用
と
し
て
生
活
圏
に
関
わ
る
の
は
、

古
い
時
代
か
ら
庭
で
栽
培
さ
れ
て
き
た

ピ
パ
ー
チ
だ
け
で
あ
る
。 

ツ
ル
性
で
あ
る
ピ
パ
ー
チ
は
、
琉
球

石
灰
岩
の
石
垣
で
多
く
栽
培
さ
れ
て
き

た
。
宅
地
化
や
道
路
整
備
な
ど
で
、
石

垣
は
取
り
壊
さ
れ
ピ
パ
ー
チ
の
姿
が
少

な
く
な
っ
て
き
た
。
ハ
ー
ブ
を
普
及
す

る
に
あ
た
り
、
大
切
な
存
在
で
あ
る
ピ

パ
ー
チ
を
栽
培
復
活
さ
せ
る
と
同
時
に
、

保
存
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
復
活
活
動

を
行
う
こ
と
に
し
た
。 

古
く
か
ら
八
重
山
で
は
ピ
パ
ー
チ
を

天
ぷ
ら
や
コ
ー
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
ど
で
食

べ
て
き
た
懐
か
し
い
親
の
味
で
あ
る
か

ら
だ
。
こ
の
ピ
パ
ー
チ
を
八
重
山
の
「
命

草
」
と
し
て
地
域
に
広
げ
、
こ
の
島
の

特
産
物
に
し
た
い
と
も
思
っ
た
か
ら
だ
。

ピ
パ
ー
チ
苗
の
栽
培
は
試
行
錯
誤
の
結

果
、
２
０
０
７
年
に
増
殖
栽
培
を
確
立

し
苗
の
普
及
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
。 

今
年
、
石
垣
市
が
ピ
パ
ー
チ
の
実
証

栽
培
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

  
 

 
 

～
～
～
～
～
～ 

 

 

ピ
パ
ー
チ
の
呼
び
方
以
外
に
、
ピ
ィ

パ
ー
ズ
、
ヒ
ハ
チ
、
チ
バ
テ
ィ
、
ピ
ー

ヤ
シ
な
ど
沖
縄
全
域
で
呼
称
は
異
な
る
。 

つ
る
性
で
あ
る
ピ
パ
ー
チ
は
節
か

ら
付
着
根
を
出
し
よ
じ
登
る
の
で
、
民

家
周
り
の
石
垣
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
に

這
わ
せ
て
栽
培
し
て
い
る
。 

実
の
辛
み
成
分
で
あ
る
ピ
ペ
リ
ン
は

ア
ル
コ
ー
ル
抽
出
が
よ
く
、
泡
盛
に
漬

け
込
ん
で
薬
用
に
す
る
。
体
を
温
め
、

血
の
巡
り
を
よ
く
す
る
こ
と
か
ら
、
風

邪
か
ら
く
る
頭
痛
や
腰
痛
、
膝
痛
み
、

腹
痛
、
む
か
つ
き
、
耳
鳴
り
、
体
の
冷

え
な
ど
の
改
善
、
消
化
促
進
、
健
胃
な

ど
多
く
の
薬
効
を
も
つ
と
い
わ
れ
る
。 

今
で
も
与
那
国
島
で
は
チ
ン
キ
（
コ

ー
デ
ィ
ア
ル
）
を
利
用
す
る
。 

ピ
パ
ー
チ
シ
ー
ド
（
種
子
）
の
島
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
パ
イ
ス
テ
ィ
ー
は
頭
痛
、

肩
こ
り
な
ど
に
。
私
は
ロ
ー
ゼ
ル
な
ど

の
酸
味
を
加
え
て
利
用
し
て
い
る
。 

食
：
葉
は
特
有
な
香
り
が
あ
り
、
炊

き
込
み
コ
ー
ジ
ュ
ー
シ
ー
や
天
ぷ
ら
な

ど
に
、
実
は
香
辛
料
と
し
て
八
重
山
そ

ば
な
ど
に
利
用
。 

 

 

ヘルシーピパーチ・コージューシー 

 ※ピパーチの葉は茎に並ぶ先端から３番目か４番目が香りと味もあり、また炊き込むことにより風味も増す 

材料（おにぎり 20 個分(1 個 120g)）： 

島産米(玄米でもよい)５カップ、 具材Ａ:薄切り豚ロース 150ｇ、人参１本(100ｇ)、ピパーチの葉 15 枚、 

ピパーチ実 2 本、ウコンすりおろし大さじ１、塩小さじ２、具材Ｂ:乾燥椎茸 20ｇ(予め水 200cc で戻しておく) 

作り方： 

１．洗米して、水を切っておく 

２．具材Ａ、Ｂともすべてをみじん切りにする 

３．炊飯ジャーに１と２、塩、水は普段の米を炊く分量よりやや少なめにいれて炊き込む 

４．３が炊きあがると上下を攪拌し、ふたを閉じ３分むらして出来上がり 



 

ローゼル Hibiscus sabdariffa L.（アオイ科ヒビスクス属） 

多年生小灌木。日本では越冬せずに一年草扱い。属名から、ド

ライ製品などがハイビスカスの名で流通しているため、ブッソウ

ゲなどの観賞用ハイビスカスと混同されている。ハイビスカステ

ィーに用いられているのはローゼル 

フォールスローゼル Hibiscus acetosella Welw. ex Hiern 

多年生小灌木。沖縄では越冬して多年化する。ローゼ

ルとは別種だが、葉をティーに 

 

熱
帯
地
域
で
広
く
栽
培
さ
れ
る
ロ
ー
ゼ
ル
の

原
産
地
は
西
ア
フ
リ
カ
で
、
17
世
紀
に
は
ア
ジ

ア
に
広
が
っ
た
。
先
島
、
八
重
山
地
域
で
は
古

く
か
ら
「
ロ
ゼ
リ
ソ
ウ
」
と
呼
ば
れ
栽
培
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
栽
培
は
ご
く
一
部
の
農
家
だ

け
で
、
ち
ょ
う
ど
正
月
前
に
収
穫
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、昭
和
初
期
頃
の
利
用
法
を
尋
ね
る
と
、

も
っ
ぱ
ら
地
酒
に
氷
砂
糖
と
種
つ
き
の
実
を
漬

け
た
も
の
が
お
屠
蘇
の
よ
う
に
大
切
に
扱
わ
れ

て
い
た
と
い
う
。
近
年
、
健
康
志
向
が
強
ま
る

中
で
ロ
ー
ゼ
ル
の
価
値
が
見
い
だ
さ
れ
、
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ロ
ー
ゼ
ル
を
各
地
域

で
新
た
な
農
産
物
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ

し
特
産
品
開
発
を
行
っ
て
い
る
。 

 

ロ
ー
ゼ
ル
の
栽
培 

ロ
ー
ゼ
ル
は
短
日
性
植
物
で
、
日
没
が
早
く

な
る
10
月
下
旬
か
ら
開
花
が
始
ま
り
、
12
月

ま
で
収
穫
で
き
る
。
実
を
収
穫
す
る
ロ
ー
ゼ
ル

は
沖
縄
で
は
一
年
草
扱
い
に
な
り
越
年
し
な
い
。

ロ
ー
ゼ
ル
に
は
桃
色
花
の
品
種
（
写
真
２
）
も
あ

り
、早
咲
き
で
あ
る
。ロ
ー
ゼ
ル
と
は
別
種
で
、

花
や
葉
を
利
用
す
る
赤
花
の
フ
ォ
ー
ル
ス
ロ
ー

ゼ
ル
（
イ
ラ
ス
ト
上
段
）
は
葉
も
赤
く
、
多
年
化

す
る
。
ま
た
、
別
種
で
ケ
ナ
フ
の
赤
花
品
種
（
写

真
５
、
10
）
は
葉
が
青
く
、
花
だ
け
赤
い
。 

ロ
ー
ゼ
ル
の
繁
殖
は
主
に
種
子
で
行
い
、
６

月
下
旬
に
播
種
す
る
。
根
の
張
り
の
良
い
こ
と

か
ら
、
私
は
直
播
し
て
間
引
き
す
る
方
法
を
取

っ
て
い
る
。
管
理
が
面
倒
な
場
合
に
は
ま
と
め

て
直
播
し
、
後
で
移
植
。
剪
定
は
せ
ず
、
斜
め

に
た
お
し
て
植
え
る
こ
と
で
多
く
分
岐
さ
せ
る
。

追
肥
は
３
回
。
２
回
は
生
育
途
中
で
、
３
回
目

は
最
初
の
収
穫
後
に
行
う
。
あ
る
程
度
水
分
を

必
要
と
し
毎
日
灌
水
。 

 ロ
ー
ゼ
ル
の
利
用 

ロ
ー
ゼ
ル
は
別
名
ソ
レ
ルsorrel

と
も
言
わ

れ
、
そ
の
名
の
と
お
り
全
体
に
酸
味
が
あ
る
。

ジ
ャ
ム
や
テ
ィ
ー
に
使
う
部
位
は
実
と
呼
ば
れ

る
が
、
正
し
く
は
萼(

ガ
ク)

と
副
萼
で
あ
る
。

種
子
も
炒
っ
て
使
う
と
香
ば
し
く
、
葉
も
酸
味

が
あ
り
サ
ラ
ダ
や
ス
ー
プ
に
利
用
で
き
る
。
有

機
ク
エ
ン
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が

豊
富
。
台
湾
や
中
国
の
市
場
で
は
「
洛
神
花
」

で
販
売
さ
れ
て
い
て
、尋
ね
る
と
薬
だ
と
い
う
。

関
節
痛
、
神
経
痛
、
筋
肉
の
こ
わ
ば
り
な
ど
に

煎
じ
て
飲
む
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
ま
た
疲
労
回

復
や
美
肌
作
り
の
ほ
か
、
眼
精
疲
労
や
便
通
な

ど
に
も
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
個
人
的
に
は

利
尿
作
用
が
よ
く
、
立
ち
っ
ぱ
な
し
の
足
む
く

み
に
は
ト
ウ
ガ
ン
と
サ
ラ
ダ
が
お
す
す
め
だ
。 

ロ
ー
ゼ
ル
は
全
体
に
毛
で
覆
わ
れ
、
繊
維
質

で
あ
る
。
ジ
ャ
ム
に
使
う
萼
と
副
萼
に
も
毛
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
使
う
前
に
は
た
っ
ぷ
り
の

水
で
洗
い
落
す
。
ま
た
、
萼
が
大
き
く
な
る
ま

で
待
つ
と
繊
維
が
入
る
。萼
の
口
が
開
か
な
い
、

繊
維
が
入
ら
な
い
、
ハ
サ
ミ
を
使
わ
ず
手
で
折

れ
る
頃
が
一
番
お
い
し
く
て
香
り
も
よ
い
。
花

は
一
日
花
で
、夕
方
に
は
閉
じ
て
花
が
落
ち
る
。

花
が
落
ち
た
日
か
ら
３
日
目
く
ら
い
ま
で
の
小

さ
な
萼
は
サ
ラ
ダ
や
ピ
ク
ル
ス
に
最
高
に
お
い

し
い
く
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
。 

食
以
外
の
利
用
に
は
、
繊
維
を
取
る
に
は
成

長
し
た
長
い
茎
を
水
に
つ
け
て
洗
い
落
と
す
と

白
い
艶
の
あ
る
糸
が
取
れ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
大
規
模
な
繊
維
生
産
が
さ
れ
る
よ
う
だ
が

ど
の
タ
イ
プ
の
ロ
ー
ゼ
ル
か
は
知
ら
な
い
。
ほ

か
誰
で
も
ロ
ー
ゼ
ル
を
栽
培
す
る
と
色
に
惹
か

れ
染
色
を
し
た
く
な
る
が
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン

色
素
は
布
に
定
着
し
に
く
い
。
専
用
の
助
剤
を

添
加
し
て
も
堅
牢
度
は
悪
く
退
色
が
早
い
。
種

子
か
ら
ロ
ー
ゼ
ル
油
は
僅
か
し
か
な
い
。
ロ
ー

ゼ
ル
の
利
用
は
萼
と
副
萼
、
葉
を
食
用
に
す
る

の
が
私
は
よ
い
よ
う
に
思
う
。 

ロ
ー
ゼ
ル
は
半
年
か
け
て
栽
培
し
収
穫
す
る
。

小
さ
な
萼
を
も
い
で
中
の
果
実
を
抜
く
と
目
方

は
半
分
に
な
る
。
さ
ら
に
乾
燥
す
る
と
７
割
か

８
割
減
り
、
因
み
に
１
キ
ロ
か
ら
僅
か
２
０
０

ｇ
程
度
だ
。
そ
ん
な
希
少
価
値
の
高
い
ロ
ー
ゼ

ル
を
国
内
産
販
売
に
意
気
込
み
を
か
け
て
取
り

組
む
人
は
少
な
く
な
い
。 

八
重
山
の
ハ
ー
ブ
＝
「
命
草
」 

   
 

 
 

 
 

 

文
・
イ
ラ
ス
ト
・
写
真 

 

嵩
西 

洋
子 

第
二
回 

ロ
ー
ゼ
ル 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%8D


 
      たけにしようこ。JHS八重
山支部長。上級ハーブインストラクター。石
垣島ハーブスクール代表。地域特産物マイ
スター（公財日本特産農産物協会）。農業生産
法人株式会社石垣島胡椒園代表取締役。全
国ハーブサミット石垣市大会では八重山地
区ハーブフェスティバル八重山実行委員
会専門部会長。著書に『紀和へ』 

       
       

 
   

 

1. ローゼルの一日花,  2. 桃色花の早咲き品種。開花後の閉じた状態,  3. 各葉腋に実がつく,  4. 3 号ポット

で結実,  5. Hibiscus cannabinus L.。ケナフの赤花品種でローゼルとは別種。花を利用,  6. 苗。直播して移

植,  7. 左は種子と種子の粉。右は萼,  8. 早咲きタイプは肉厚で酸味が強い,  9. 1月。初春にガーデンを彩る,  

10. H. cannabinus L.,  11. 萼の中に黄緑色の果実が見える,  12. 果実を取り除いたあとの萼と副萼,  13. 

ローゼル＆ローズヒップティー,  14. バラとローゼルのジャム,  15. ティーやスパイスとして色や酸味づけに,  16. 

ローゼルとリンゴのコンポート,  17. ローゼルの茎の繊維,  18. ローゼル、バラ、ピパーチ、クワのジャム,  19. ロー

ゼルのハードジャム,  20. ローゼルの昆布塩漬け。ゲットウの花とティーに,  21. ローゼルジャムのばらずし 

●嵩西 洋子 

 

 

design :  Masanori KIMURA 



 

ロサ・キネンシス ‘オールドブラッシュ’ Rosa chinensis Jacq.’Old Brush’ 

 ‘オールドブラッシュ’は、中国からヨーロッパにもたらされたロサ・キ

ネンシスの中でも、モダンローズ作出に特に大きく貢献した代表的4

品種の一つ。つるは 4mにも伸びる 

  

バ
ラ
科
ロ
サ
属
。
中
国
原
産
の
つ
る
性
常
緑

小
灌
木
。
英
名
は

C
h
in

a 
ro

se

。
和
名
は
庚
申

薔
薇
【
こ
う
し
ん
ば
ら
】
で
、
60
日
毎
に
め
ぐ
る

庚
申
の
日
の
よ
う
に
一
年
中
咲
く
こ
と
か
ら
。

オ
ー
ル
ド
ロ
ー
ズ
の
代
表
種
の
一
つ
で
モ
ダ

ン
ロ
ー
ズ
の
交
配
親
と
し
て
も
重
要
。
剣
弁
高

芯
、
四
季
咲
き
、
テ
ィ
ー
の
香
り
な
ど
が
特
徴
。 

 

島
に
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た 

ロ
サ
・
キ
ネ
ン
シ
ス
は
関
東
か
ら
八
重

山
ま
で
露
地
栽
培
が
で
き
、
観
賞
用
と
し

て
普
及
し
て
い
る
。
八
重
山
に
は
古
く
か

ら
あ
り
、
か
つ
て
は
中
国
も
の
を
意
味
す

る
「
ト
ー
ヌ
メ
ー
」
や
「
ト
ヌ
メ
」
と
呼

ば
れ
た
こ
と
が
八
重
山
植
物
方
言
の
文
献

に
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
八
重
山
で
自

生
す
る
2
種
の
バ
ラ
が
あ
る
。
そ
の
一
つ

は
か
つ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
ル
ソ
ン
島
か
ら
種

子
を
持
ち
込
ん
だ
と
い
わ
れ
る
、
石
垣
島

に
し
か
な
い
「
ヤ
エ
ヤ
マ
ノ
イ
バ
ラ
」
。

芳
香
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン
を
思
わ
せ
る
。
牧
場

で
人
知
れ
ぬ
ひ
っ
そ
り
と
し
た
と
こ
ろ
で

咲
く
か
ら
一
人
幻
想
的
な
世
界
に
誘
う
。 

 栽
培
が
容
易
で
あ
る 

モ
ダ
ン
ロ
ー
ズ
に
比
べ
栽
培
は
容
易
で
、

挿
し
木
で
増
殖
が
で
き
、
病
害
虫
に
も
強

い
こ
と
は
栽
培
し
て
い
て
明
ら
か
で
あ
る
。 

農
産
物
と
し
て
生
産
し
、
商
品
化 

１
９
９
８
年
に
娘
が
事
故
で
亡
く
な
り
、

当
時
、
ロ
ー
ズ
と
ア
カ
バ
ナ
ー
（
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
）
の
花
弁
を
混
ぜ
て
使
っ
た
ジ
ャ

ム
が
冷
蔵
庫
に
あ
っ
た
の
を
親
戚
が
食
べ

た
。
庭
の
ロ
ー
ズ
を
口
に
し
て
甘
い
こ
と

に
気
づ
い
た
こ
と
か
ら
作
っ
て
み
た
の
だ

っ
た
。
ア
カ
バ
ナ
ー
も
ぬ
め
り
が
あ
っ
て

面
白
い
。
ロ
ー
ズ
に
は
ペ
ク
チ
ン
が
な
い

の
で
ア
カ
バ
ナ
ー
を
。
ア
カ
バ
ナ
ー
に
は

香
り
が
な
く
ロ
ー
ズ
に
は
香
り
が
あ
る
。

レ
モ
ン
を
加
え
て
ジ
ャ
ム
に
し
て
、
家
で

は
花
ジ
ャ
ム
と
呼
ん
で
食
べ
て
い
た
。
そ

の
残
り
を
親
戚
が
食
べ
た
の
だ
っ
た
。
美

味
し
い
と
叔
母
た
ち
か
ら
褒
め
の
一
言
が

あ
り
、
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
で
あ
る
こ

と
を
後
で
知
り
、
ロ
ー
ズ
だ
け
の
ジ
ャ
ム

を
作
る
こ
と
し
た
。
花
弁
を
壊
さ
な
い
ほ

う
が
い
い
と
主
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
貰
っ

た
。
ジ
ャ
ム
は
「
噛
む
」
に
由
来
す
る
意

味
が
あ
る
ら
し
く
、
そ
れ
も
い
い
と
、
し

ゃ
き
し
ゃ
き
花
弁
を
か
む
香
り
の
あ
る
ジ

ャ
ム
づ
く
り
を
２
０
０
１
年
か
ら
始
め
た
。

四
季
咲
き
だ
が
暑
い
5
～
10
月
は
花
が

小
さ
く
苦
み
が
あ
り
食
用
に
は
不
向
き
。

八
重
山
で
は
冬
が
最
盛
期
だ
。 

近
い
将
来
、
石
垣
島
に
ロ
ー
ズ
香
る
観

光
産
業
と
し
て
明
る
い
兆
し
が
起
き
る
よ

う
地
域
で
取
り
組
み
た
い
。 

八
重
山
の
ハ
ー
ブ
＝
「
命
草
」 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
  

文･

イ
ラ
ス
ト･

写
真 

嵩
西 

洋
子 

第
三
回 

ロ
サ
・
キ
ネ
ン
シ
ス
（
ト
ヌ
メ
） 

トヌメ赤飯  (材料：5人分)  発芽玄米3合、赤米 1/2カップ、だし昆

布 1枚〈20cm〉、ハーブビネガー1/2カップ、ハーブ類（トヌメ 20輪の

花弁、スミレの葉、オニタビラコ、ツボクサ）、白ワイン 1カップ、卵2

個、塩適宜、オリーブオイル大さじ 1 

1. 発芽玄米に赤米6対1の割合。米を浸すときに出し昆布2枚を入

れる。出し昆布が入った状態で炊く 

2. トヌメの花弁を白ワインに 15分ほど浸した後、花弁だけをとりだし

てざっくり刻む 

3. スミレの葉、オニタビラコ、ツボクサは湯に塩を入れてサッとくぐら

せる。 水気を軽く絞り、適当に刻む 

4. フライパンにオイルを熱し卵を割りほぐして塩を加え薄焼きにす

る。形よくせんぎりにしておく 

5. 炊き上がったご飯の粗熱をとりハーブビネガーで味付けをした

後、2,3,4を加えて上下ざっくり混ぜる 

トヌメジュー  (材料：5人分)  白菜 1玉、長命草 12枚、ベーコン 6

枚、かつお昆布だし汁 1カップ、長命草ベイビー1/2カップ 

1. 白菜を一枚ごとはずし、だし汁で透明になるまで長命草と合わせ

て煮る 

2. 白菜、ベーコン、トヌメ、長命草を形よく重ねて蒸し鍋で 15分蒸

す 

3. 2を程よい大きさに切り分けて重ねる 

4. 3を盛りつけ、長命草ベイビーをちらしてだし汁を周りから注ぐ  

フクブクロ  (材料：5人分)  カボチャ 1/4個、ショウガ 1片、ピパー

チ、シナモン、ワンタンの皮 10枚、ローズワイン 1カップ、リンゴ 1

個、梨 1個、パイン 200g、トヌメ 5輪の花弁、レモングラス 30cm 1本 

1. ショウガをみじん切りにして、オリーブオイルで炒め香りを出す 

2. 適当に切ったカボチャを１に入れて表面を香ばしく炒め、水少々

加え蒸し煮し、ピパーチ、シナモンを振りかけてマッシュする 

3. ワンタンの皮を二つ折りにし、中底に 2のマッシュカボチャをお

く。袋状の中央辺りに括れを作り、開いた所は水を付けて止める 

4. 鍋に水3カップとレモングラスを入れて沸騰させ香りを出し葉は

取り出す 

5. 梨とリンゴ、パインを粗刻みにして 4にいれ、ミキサーにかける 

6. 5を鍋に移しひと煮立ちさせて火を止めた後ローズワインをまわし

入れる。さらにバラを入れて混ぜる 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%8D


 

 
      たけにしようこ。JHS八重
山支部長。上級ハーブインストラクター。石
垣島ハーブスクール代表。地域特産物マイ
スター（公財日本特産農産物協会）。農業生産
法人株式会社石垣島胡椒園代表取締役。全
国ハーブサミット石垣市大会では八重山地
区ハーブフェスティバル八重山実行委員
会専門部会長。著書に『紀和へ』 

              
 

   

 

1. ロサ・キネンシス(トヌメ)  2. ローズと島豆腐のガーデンサラダ  3. サラダ「畑のエンジェル」とローズワイン   

4. 季節のローズサラダ  5~8,11~13. 雛節句に桃色のトヌメ(ロサ・キネンシス)を利用した「トヌメ畑の雛ご膳」

を  5. 雛ご膳「トヌメアンダギー」  6. 雛ご膳「煮付け」  7. 雛ご膳「トヌメジュー」  8. 雛ご膳「酢のもの」   

9. ローズ粥  10. トヌメジュー  11. 雛ご膳「トヌメシムヌ」  12. 雛ご膳「トヌメ赤飯」  13. 雛ご膳「トヌメフ

クブクロ」  14. ローズクッキー  15. ローズを野菜と一緒に  16. ローズビネガー  17. ローズゼリーのリュウキ

ュウバライチゴ添え  18. ローズティー   19. ローズティー  20. ローズアイスクリーム(ローズのエッセンスとローズ

ジャムをミックスした贅沢なもの)  21. ローズジャム  22. ローズジャム   23. ローズローション 

●嵩西 洋子 

Designed & edited by Masanori KIMURA 

 

 



 

 

古
く
か
ら
沖
縄
に
あ
る
ハ
ー
ブ 

ゲ
ッ
ト
ウ
は
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
ア
ジ
ア

に
分
布
し
、
日
本
の
北
限
は
九
州
南
部
。

沖
縄
で
は
原
野
や
人
家
近
く
で
も
普
通
に

み
ら
れ
る
。
八
重
山
で
は
赤
土
流
出
防
止

作
物
と
し
て
畑
の
畦
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
。

ゲ
ッ
ト
ウ
は
古
い
時
代
に
台
湾
か
中
国
か

ら
渡
来
し
た
帰
化
植
物
で
あ
る
。 

ゲ
ッ
ト
ウ
の
方
言
に
は
サ
ン
ニ
ン
、
サ

ミ
、
サ
ニ
ン
な
ど
、
い
く
通
り
も
あ
る
。

根
茎
は
硬
い
繊
維
質
で
、
横
に
這
い
、
節

が
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
葉
鞘
や
花
茎
を
出
す
。

抽
台
す
る
と
花
茎
は
２
ｍ
く
ら
い
伸
び
、

４
月
初
め
に
、
そ
の
先
端
か
ら
数
珠
玉
の

よ
う
な
蕾
を
包
ん
だ
苞
（
穂
状
花
序
）
を

出
す
。
蕾
を
つ
け
た
長
い
花
序
は
垂
れ
下

が
る
。
花
は
美
し
い
黄
色
い
フ
リ
ル
に
赤

筋
が
入
る
。
一
個
の
蕾
の
中
に
は
姉
妹
が

い
て
１
個
が
咲
き
終
え
て
か
ら
後
の
も
の

は
咲
き
、
８
月
下
旬
か
ら
実
（
さ
く
果
）

を
結
ぶ
が
、
こ
れ
も
仲
良
く
２
個
並
ぶ
。 

 ゲ
ッ
ト
ウ
の
仲
間 

ゲ
ッ
ト
ウ
に
似
た
別
種
植
物
が
あ
る
。 

① 

花
束
荷【
ハ
ナ
ソ
ウ
カ
】（A

lpinia uraiensis 

H
ayata

）
は
、
草
丈
３
ｍ
以
上
、
開
花
期
は

２
月
～
７
月
。
花
は
ゲ
ッ
ト
ウ
よ
り
も
大

き
く
、強
い
芳
香
が
あ
り
、色
素
も
濃
い
。

花
序
は
開
花
と
と
も
に
下
垂
し
な
が
ら
横

に
う
ね
り
、
結
実
し
な
い
。
精
油
含
有
量

は
ゲ
ッ
ト
ウ
よ
り

も
多
い
よ
う
だ
。

ゲ
ッ
ト
ウ
と
同
様

に
用
い
ら
れ
る
。 

② 

熊
竹
蘭
【
ク
マ

タ
ケ
ラ
ン
】( Alpinia 

form
osana

 K
.S

chum
.)

は
、
花
序
が
下
垂

せ
ず
に
斜
め
上
向

き
で
、
花
は
ゲ
ッ

ト
ウ
よ
り
や
や
小

さ
い
。葉
は
ゲ
ッ
ト
ウ
よ
り
も
や
や
薄
く
、

香
が
あ
り
、
ゲ
ッ
ト
ウ
同
様
ム
ー
チ
ー
な

ど
に
用
い
る
。
ゲ
ッ
ト
ウ
と
ア
オ
ノ
ク
マ

タ
ケ
ラ
ン
の
自
然
交
雑
種
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。斑
入
り
品
種
が
観
賞
用
に
さ
れ
る
。 

③ 

青
の
熊
竹
蘭【
ア
オ
ノ
ク
マ
タ
ケ
ラ
ン
】

（A
lpinia interm

edia G
agnep.

）
は
、
花
序
が

上
向
き
に
直
立
し
、花
は
か
な
り
小
さ
い
。

葉
は
さ
ほ
ど
香
ら
な
い
。
中
薬
で
は
根
茎

を
廉
姜
【
レ
ン
キ
ョ
ウ
】
と
言
う
。 

④ 

斑
入
り
月
桃
【
フ
イ
リ
ゲ
ッ
ト
ウ
】

( A
lpinia vittata W

.B
ull

）
は
、
ゲ
ッ
ト
ウ
の
斑

入
り
品
種
で
あ
る
黄
斑
月
桃【
キ
フ
ゲ
ッ
ト

ウ
】( A

lpinia zerum
bet 'Variegata'

）
と
は
別
種

で
、
花
は
咲
き
に
く
く
、
観
賞
用
。 

 土
地
に
染
み
込
ん
だ
ハ
ー
ブ 

ゲ
ッ
ト
ウ
の
葉
は
旧
暦
の
12
月
８
日

に
鬼
餅
ム
ー
チ
ー
を
作
る
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
ち
な
み
に
こ
の
行
事
は
沖
縄
本
島
の

行
事
で
、
八
重
山
で
は
最
近
行
わ

れ
た
よ
う
だ
。
私
の
生
ま
れ
た
与

那
国
で
は
ム
ー
チ
ー
作
り
は
ク
バ

（
ヤ
シ
科
ビ
ロ
ウ
）の
葉
を
使
う
。

ゲ
ッ
ト
ウ
の
葉
で
作
る
餅
は
ウ
ン
テ
ィ
ム
テ
ィ
と

い
い
、
イ
モ
を
す
り
下
ろ
し
た
も
の
を
包
ん
で
蒸

し
た
も
の
に
な
る
。
ゲ
ッ
ト
ウ
の
葉
で
作
る
ウ
ン

テ
ィ
ム
テ
ィ
は
気
が
向
い
た
と
き
親
た
ち
は
作
る

の
で
よ
く
食
べ
た
。
肌
寒
く
な
る
頃
こ
の
香
り
が

す
る
と
シ
ン
メ
ー
鍋
の
周
り
で
隣
の
子
た
ち
も
集

ま
り
、
蒸
し
あ
が
る
ま
で
待
ち
、
皆
で
食
べ
た
。

ゲ
ッ
ト
ウ
の
香
り
が
し
み
込
ん
だ
ウ
ン
テ
ィ
ム
テ

ィ
は
懐
か
し
い
郷
愁
の
味
で
も
あ
る
。
新
学
期
が

始
ま
る
こ
ろ
ゲ
ッ
ト
ウ
も
咲
き
だ
し
、
ク
サ
ゼ
ミ

も
鳴
き
出
す
。
チ
ン
ナ
ヤ
（
グ
ミ
科
ツ
ル
グ
ミ
）

や
ム
ン
ヌ
ク
（
ヤ
マ
モ
モ
）
の
熟
れ
る
頃
で
、
遊

び
仲
間
と
遠
く
ま
で
そ
れ
を
摘
み
に
行
っ
た
帰
り

に
、
喉
が
渇
く
と
ゲ
ッ
ト
ウ
の
花
の
蕾
を
摘
ん
で

含
ん
だ
水
を
吸
っ
た
。
ま
た
つ
る
り
と
し
た
葉
は

ひ
ん
や
り
と
し
て
い
る
の
で
顔
や
首
に
あ
て
て
木

陰
で
休
ん
だ
思
い
出
が
あ
る
。 

ゲ
ッ
ト
ウ
は
全
草
を
有
効
活
用
で
き
る
。
沖
縄

の
民
間
伝
承
で
は
、
葉
を
煎
じ
て
高
血
圧
、
糖
尿

病
な
ど
の
成
人
病
予
防
に
、
種
子
を
乾
燥
さ
せ
て

気
管
支
炎
や
胃
腸
障
害
な
ど
に
用
い
る
。
シ
ョ
ウ

ガ
と
同
様
、
体
を
温
め
る
作
用
が
あ
り
、
根
茎
や

花
、
葉
も
利
用
す
る
。
私
は
不
断
の
料
理
や
テ
ィ

ー
に
用
い
る
ほ
か
、
シ
ー
ド
パ
ウ
ダ
ー
を
、
苦
み

が
あ
る
の
で
、
ス
パ
イ
ス
と
し
て
カ
レ
ー
な
ど
に

用
い
る
。
根
茎
は
滅
多
に
利
用
し
な
い
が
、
煮
込

み
ス
ー
プ
に
お
勧
め
。
花
（
シ
ェ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
ー

フ
ラ
ワ
ー
）
は
色
と
香
り
の
至
極
の
ス
パ
イ
ス
。 
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第
４
回 

ゲ
ッ
ト
ウ
（
サ
ン
ニ
ン
） 

ゲットウ Alpinia zerumbet (Pers.) B.L.Burtt & R.M.Sm. 

ショウガ科ハナミョウガ属の多年草。英名は shell ginger, pink porcelain lily, 

variegated ginger, butterfly ginger。中薬では種子を大草蔲【ダイソウク】という 

 

ハナソウカ Alpinia uraiensis Hayata 

花束荷【ハナソウカ】は大輪月桃【タイリンゲットウ】とも呼ば

れる。台湾のタイリンゲットウとの自然交雑種でゲットウの

亜種とする説もある。大東島では防風垣として島の周囲に

植栽され、不稔であることから雄のゲットウとも称される。 



 

 
      たけにしようこ。JHS八重
山支部長。上級ハーブインストラクター。石
垣島ハーブスクール代表。地域特産物マイ
スター（公財日本特産農産物協会）。農業生産
法人株式会社石垣島胡椒園代表取締役。全
国ハーブサミット石垣市大会では八重山地
区ハーブフェスティバル八重山実行委員
会専門部会長。著書に『紀和へ』 

              
 

   

 

1. ゲットウ(サンニン)   2. ゲットウ(右の白花)とハナソウカ(左の桃花)   3. アオノクマタケラン   4. ゲッ

トウの花  5. ゲットウの果実と種子(８～９月に収穫)   6. クサスギカズラとゲットウの花の酢みそ和え   

7. ムーチー   8. ゲットウお寿司   9. ゲットウの花入りポタージュ   10. シェルジンジャーフラワーシュガー

(ゲットウの花のシュガー)   11. シェルジンジャーフラワーシュガー(ゲットウの花の砂糖漬け)   12. シェルジ

ンジャーフラワーアイスティー(ゲットウの花のアイスティー)   13. ゲットウの花のピクルス   14. シェルジン

ジャースパイスビネガー(ゲットウの花とローリエ、フェンネルのビネガー)   15. シェルジンジャーフラワーティー

(ゲットウの花のティー)   16. ハナソウカの花のティー 

●嵩西 洋子 

Designed & edited by Masanori KIMURA 

 



 

  

ジ
ャ
ス
ミ
ン
と
は
モ
ク
セ
イ
科
ソ
ケ
イ

属Jasm
in

u
m

の
総
称
で
、
ソ
ケ
イ
属
に

は
200
種
ほ
ど
あ
る
。
モ
ク
セ
イ
科
以
外
に

も
ジ
ャ
ス
ミ
ン
と
名
の
つ
く
植
物
が
い
く

つ
か
あ
る
。
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
大
半
は
熱
帯

原
産
で
、
沖
縄
に
適
し
た
香
木
で
あ
る
。 

 主
な
ジ
ャ
ス
ミ
ン 

マ
ツ
リ
カ
（
ア
ラ
ビ
ア
ジ
ャ
ス
ミ
ン
） 

Jasm
in

u
m

 sam
bac (L

.) A
ito

n
 

５
～
８
月
に
開
花
。
満
月
に
向
け
て
３

～
12
輪
の
蕾
を
膨
ら
ま
せ
、
日
没
か
ら
開

き
始
め
て
月
明
か
り
の
中
で
満
開
に
な
り
、

翌
日
午
前
に
は
散
っ
て
し
ま
う
一
日
花
。

散
る
前
に
押
花
に
す
る
と
２
年
は
香
る
。 

マ
ツ
リ
カ
の
花
の
香
り
は
、
沖
縄
で
は

古
く
か
ら
緑
茶
に
薫
香
さ
せ
た
さ
ん
ぴ
ん

茶
で
な
じ
み
が
深
く
、
生
活
文
化
に
欠
か

せ
な
い
。
中
国
名
の
モ
ー
リ
ー
ク
ヮ
チ
ャ

（
茉
莉
花
）、
シ
ャ
ン
ペ
ェ
ン
チ
ャ
（
香
片

茶
）
か
ら
さ
ん
ぴ
ん
茶
に
な
っ
た
と
も
。

毎
朝
、
仏
壇
に
供
え
た
り
、
食
卓
に
急
須

ご
と
置
い
て
皆
で
飲
ん
だ
り
し
て
い
る
。

目
が
痒
い
時
に
お
茶
で
洗
い
、
喉
の
痛
い

時
に
う
が
い
を
し
、
虫
歯
が
痛
い
時
に
口

に
含
み
、オ
ム
ツ
か
ぶ
れ
に
も
使
う
な
ど
、

お
茶
の
殺
菌
効
果
を
使
い
こ
な
し
て
き
た
。 

マ
ツ
リ
カ
の
香
り
に
は
鎮
静
効
果
が
あ

り
、
自
律
神

経
を
整
え
集

中
力
を
高
め

る
と
も
い
わ

れ
る
。
私
は

朝
飲
む
と
、

目
覚
め
も
す

っ
き
り
す
る
。

さ
ん
ぴ
ん
茶

に
は
脂
肪
吸

収
を
抑
制
す

る
効
果
も
あ

る
と
い
わ
れ
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
も

豊
富
で
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果
も
期

待
し
た
い
。 

ジ
ャ
ス
ミ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
冷
浸
剤
） 

午
前
の
強
い
光
を
１
時
間
あ
て
、
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
作
る
香
り
水
。
八
重
マ
ツ
リ
カ

（J. sam
bac 'G

ran
d

 D
u

k
e of T

u
scan

y
'

）

の
香
り
が
最
も
よ
い
。
ガ
ラ
ス
ボ
ウ
ル
や
ク

ワ
ズ
イ
モ
の
葉
な
ど
に
１
Ｌ
程
の
水
を
張

り
、
摘
み
た
て
の
マ
ツ
リ
カ
の
花
20
輪
ほ

ど
を
浮
か
べ
る
。 

マ
ツ
リ
カ
の
薫
香 

茶
葉
は
緑
茶
か
ウ
ー
ロ
ン
茶
が
よ
く
、
香

り
づ
け
に
は
開
花
前
の
膨
ら
ん
だ
蕾
を
茶

葉
の
上
で
開
花
さ
せ
、
最
も
強
い
香
り
を
吸

着
さ
せ
る
。
広
口
瓶
な
ど
に
茶
葉
を
広
げ
て

蕾
を
並
べ
、
上
か
ら
も
茶
葉
を
か
ぶ
せ
て
畳

ん
だ
ふ
き
ん
な
ど
で
蓋
を
し
、
翌
朝
、
蕾
を

除
去
。
こ
の
作
業
を
４
回
繰
り
返
し
た
後
、
茶
葉
を

乾
燥
さ
せ
て
完
成
。
密
閉
容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
で

保
存
。 

ジ
ャ
ス
ミ
ン
ジ
ャ
ム 

開
花
し
た
生
花
に
白
ワ
イ
ン
を
か
け
て
蜂
蜜
や

黒
糖
で
煮
て
保
存
。白
湯
で
溶
い
て
テ
ィ
ー
な
ど
に
。 

ジ
ャ
ス
ミ
ン
ラ
イ
ス 

フ
レ
ッ
シ
ュ
の
花
を
ア
ツ
ア
ツ
の
発
芽
玄
米
ご
飯

に
混
ぜ
て
フ
ル
ー
ツ
や
ハ
ー
ブ
も
加
え
て
。 

 ソ
ケ
イ
（
コ
モ
ン
ジ
ャ
ス
ミ
ン
） 

Jasm
in

u
m

 officin
ale L

.  

葉
は
対
生
し
、
羽
状
複
葉
、
花
弁
は
５
枚
に
裂
け

基
部
は
管
状
。
半
耐
寒
性
。
８
～
10
月
に
開
花
。
中

国
西
南
部
、
イ
ン
ド
、
モ
ロ
ッ
コ
な
ど
が
原
産
地
に

な
る
。
種
名
のofficin

ale
は
「
薬
用
の
」
を
意
味

し
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
甘
い
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
花
の
香

り
は
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
な
ど
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。
夕
方
か
ら
明
け
方
ま
で
香
り
を
放
ち
咲
き

続
け
る
。
花
の
開
花
は
、
新
月
、
満
月
に
よ
り
開
花

す
る
花
数
は
大
き
く
異
な
る
。
ジ
ャ
ス
ミ
ン
テ
ィ
ー

は
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
高
い
。 

 オ
キ
ナ
ワ
ソ
ケ
イ 

J. lan
ceolaria R

o
xb

.

とJ. sin
en

se H
em

sl.

の

２
種
が
南
西
諸
島
に
自
生
し
、
い
ず
れ
も
オ
キ
ナ

ワ
ソ
ケ
イ
と
呼
ば
れ
る
。
常
緑
つ
る
性
木
本
で
、

葉
は
対
生
し
、３
回
複
葉
。花
は
白
色
で
高
杯
状
、

直
径
３
cm
程
の
５
弁
。
花
期
は
８
～
９
月
。 

 モ
ク
セ
イ
科
以
外
の
有
毒
ジ
ャ
ス
ミ
ン 

カ
ロ
ラ
イ
ナ
ジ
ャ
ス
ミ
ン 

G
elsem

iu
m

 sem
perviren

s (L
.) J.St.-H

il. 

マ
チ
ン
科
の
つ
る
性
植
物
で
黄
色
い
花
。
有
毒
。 

 マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
ジ
ャ
ス
ミ
ン 

M
arsden

ia floribu
n

da (B
ro

n
g

n
.) Sch

ltr. 

ガ
ガ
イ
モ
科
の
つ
る
性
植
物
で
白
い
花
。
有
毒
。 

八
重
山
の
ハ
ー
ブ
＝
「
命
草
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第
五
回 

ジ
ャ
ス
ミ
ン 

 

マツリカ（アラビアジャスミン） 

Jasminum sambac (L.) Aiton 

ソケイ（コモンジャスミン） 

Jasminum officinale L. 

https://en.wikipedia.org/wiki/Jasminum
https://en.wikipedia.org/wiki/Jasminum


 
      たけにしようこ。JHS八重
山支部長。上級ハーブインストラクター。石
垣島ハーブスクール代表。地域特産物マイ
スター（公財日本特産農産物協会）。農業生産
法人株式会社石垣島胡椒園代表取締役。全
国ハーブサミット石垣市大会では八重山地
区ハーブフェスティバル八重山実行委員
会専門部会長。著書に『紀和へ』 

              
 

   

 

1 ソケイ   . 2  ソケイの花   . 3  ソケイの花   . 4  ソケイの冷浸剤「ジャスミンティー」 .   5  マツリカの.

ジャスミンウォーター   6 マツリカの花   . 7 マツリカの花によるジャスミンジャム  .  8 マツリカの薫香   . 

9 マツリカの花   . 10 マツリカによるジャスミンライスの材料。マツリカ、ピタヤ、チョウメイグサ、ゴツコー. 

ラ、パパイヤジーチキ(漬け物)    11  マツリカによるジャスミンライス。アツアツの玄米ご飯に10の材料.

を刻みいれて混ぜる   12 マツリカによる手作りさんぴん茶  . 

●嵩西 洋子 

Designed & edited by Masanori KIMURA 

 



 

 

八
重
山
で
三
大
セ
リ
科
ハ
ー
ブ
と
言
え
ば

ツ
ァ
リ
サ
グ
ナ
（
フ
ェ
ン
ネ
ル
）、
ク
シ
テ

ィ
（
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
）、
長
命
草
（
ボ
タ
ン

ボ
ウ
フ
ウ
）。
ア
タ
ク
イ
（「
家
庭
菜
園
」
の

八
重
山
方
言
で
、
沖
縄
で
は
「
ア
タ
イ
グ
ア
」）

で
は
緑
の
常
備
薬
と
言
え
る
「
命
草
」
だ
。 

 

 フ
ェ
ン
ネ
ル
（
ツ
ァ
リ
サ
グ
ナ
） 

F
oen

icu
lu

m
 vu

lgare M
ill.  

沖
縄
で
は
古
く
か
ら
「
ス
イ
ー
ト
フ
ェ
ン

ネ
ル
」
を
利
用
し
て
き
た
。
若
葉
を
天
ぷ
ら

に
す
る
の
が
か
つ
て
の
定
番
で
、
生
葉
は
ほ

と
ん
ど
利
用
し
な
か
っ
た
。
私
が
嫁
に
き
て

間
も
な
い
こ
ろ
、
カ
ツ
オ
の
刺
身
に
若
葉
を

添
え
て
出
し
た
ら
、
家
族
に
よ
く
迷
惑
が
ら

れ
た
も
の
だ
。
時
は
流
れ
、
黄
色
い
花
を
ハ

ン
バ
ー
グ
に
、
シ
ー
ド(

果
実)

を
砕
い
て
カ

レ
ー
に
、
生
葉
は
お
魚
に
と
、
今
で
は
す
っ

か
り
利
用
の
幅
が
広
が
っ
た
。
ツ
ァ
リ
サ
グ

ナ
の
花
が
咲
き
だ
す
と
ア
カ
ス
ジ
カ
メ
ム

シ
が
集
ま
っ
て
く
る
。
茎
を
一
枝
折
っ
て
噛

ん
で
み
る
と
甘
い
こ
と
に
驚
き
感
動
し
、
名

の
由
縁
を
知
っ
た
。
沖
縄
で
は
根
や
果
実
、

茎
葉
を
地
酒
に
漬
け
こ
み
、
咳
な
ど
の
呼
吸

器
系
疾
患
に
薬
膳
酒
に
し
て
用
い
る
。
そ
の

ほ
か
乳
腺
の
腫
れ
に
ツ
ァ
リ
サ
グ
ナ
の
全

草
を
煎
じ
て
湿
布
に
用
い
る
。
授
乳
が
で
き

ず
に
長
く
経
ち
乳
腺
を
腫
ら
し
て
い
た
母

に
、
祖
母
が
湿
布
し
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。 

 コ
リ
ア
ン
ダ
ー

（
ク
シ
テ
ィ
） 

C
orian

dru
m

 

sativu
m

 L
. 

 

与
那
国
で
は

古
く
か
ら
自
家

採
種
し
て
大
量

に
栽
培
。
冬
に

な
る
と
ク
シ
テ

ィ
の
香
り
が
ど

こ
か
ら
と
も
な

く
漂
う
。
葉
を

刺
身
の
妻
や
汁

物
に
、
好
き
な
人
は
大
盛
り
で
そ
の
ま
ま
食

べ
る
。
９
月
下
旬
に
播
種
。
す
り
こ
ぎ
棒
を

丸
い
果
実
に
押
し
当
て
て
二
つ
に
割
り
、
一

晩
水
に
浸
け
た
も
の
を
砂
に
混
ぜ
て
畑
に

播
く
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
心
地
よ
い
柑
橘

系
の
香
り
が
部
屋
中
に
漂
う
。
今
で
は
シ
ー

ド(

果
実)

も
利
用
も
す
る
が
、
沖
縄
の
食
文

化
に
シ
ー
ド
利
用
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

私
の
知
る
と
こ
ろ
、
戦
後
に
フ
ィ
ラ
リ
ア
が

流
行
っ
た
時
、
ク
シ
テ
ィ
の
生
葉
を
す
り
つ

ぶ
し
、
そ
の
絞
っ
た
生
汁
を
飲
む
こ
と
が
あ

っ
た
と
い
う
。
そ
の
ほ
か
島
で
は
、
偏
頭
痛

や
の
ぼ
せ
、
胃
の
む
か
つ
き
に
生
汁
を
湯
飲

み
一
杯
分
飲
む
。
風
邪
の
季
節
に
ク
シ
テ
ィ

を
食
べ
る
と
風
邪
予
防
に
な
る
と
島
の
人

は
言
う
。 

ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
（
長

命

草

チ
ョ
ウ
メ
イ
グ
サ

） 

P
eu

cedan
u

m
 japon

icu
m

 T
h

u
n

b
. 

南
西
諸
島
の
海
岸
に
自
生
す
る
多

年
草
。
ア
タ
ク
イ
で
作
る
以
外
に
も
そ

こ
こ
こ
に
通
年
生
え
て
い
る
の
で
手

軽
に
利
用
で
き
る
。
生
魚
と
和
え
た
り
、

肉
汁
に
入
れ
る
。
茹
で
て
酢
み
そ
和
え

に
し
た
も
の
は
常
備
菜
と
し
て
大
活

躍
。
一
見
、
硬
く
扱
い
に
く
い
が
、
昔

の
人
は
い
か
に
食
べ
る
か
を
考
え
た

の
だ
ろ
う
。
魚
や
み
そ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
の
食
べ

合
わ
せ
は
体
内
へ
の
質
の
よ
い
摂
取
方
法
で
、
理
に

か
な
っ
た
食
べ
方
だ
と
思
う
。
成
人
病
予
防
や
抗
酸

化
作
用
の
強
い
こ
と
も
長
命
草
と
呼
ぶ
由
縁
で
あ
ろ

う
。
祖
母
の
「
ツ
ー
リ
サ
ギ
」（
薬
酒
）
と
は
、
長
命

草
と
イ
ソ
マ
ツ
の
茎
を
き
ざ
み
天
日
干
し
し
た
も
の

と
、
ピ
パ
ー
チ
の
実
を
蒸
し
て
乾
燥
し
た
も
の
を
島

酒
に
１
年
以
上
漬
け
た
も
の
だ
っ
た
。
風
邪
に
よ
る

頭
痛
や
体
の
冷
え
、
腹
痛
、
腰
痛
、
リ
ウ
マ
チ
な
ど

に
用
い
た
。家
で
誰
か
が
ど
こ
か
が
痛
い
と
言
え
ば
、

祖
母
が
す
ぐ
持
ち
出
し
て
き
て
、
「
ミ
ー 

ツ
ァ
イ

テ
ィ 

ア
イ
サ
ー
」
（
我
慢
し
て
飲
ん
で
ご
ら
ん
）

と
言
っ
て
盃
を
頬
に
近
づ
け
た
も
の
だ
。 

 

 

 

第
六
回 

フ
ェン
ネ
ル
、コ
リ
ア
ン
ダ
ー
、ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ
ウ 

八
重
山
の
ハ
ー
ブ
＝
「
命
草
」 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
   

文･

イ
ラ
ス
ト･

写
真 

嵩
西 

洋
子 

コリアンダー（クシティ）Coriandrum sativum L. 

フェンネル（ツァリサグナ）Foeniculum vulgare Mill. 

ボタンボウフウ（長命草）Peucedanum japonicum Thunb. 



 
      たけにしようこ。JHS八重
山支部長。上級ハーブインストラクター。石
垣島ハーブスクール代表。地域特産物マイ
スター（公財日本特産農産物協会）。農業生産
法人株式会社石垣島胡椒園代表取締役。全
国ハーブサミット石垣市大会では八重山地
区ハーブフェスティバル八重山実行委員
会専門部会長。著書に『紀和へ』 

 

 

 

1. ツァリサグナかまぼこ   2. 島豚の香草ポトフ（脂っこい肉料理などにクシティをたっぷりのせ

ていただく。根は先に炒めて煮込みにする）   3. クシティシード入りスコーン（クッキーなどには

果実を粉末にするより、ホールで使うと香ばしく、後味もよい）  4. クシティとマインスの島野菜ソ

ーキ煮込み    5. 長命草サモサ（ふんだんに葉のしぼり汁を生地に練って使う。麺づくりにもよ

い）   6. グンナノス（長命草料理で、葉を軟らかく煮てピーナッツと酢味噌などと和えたもの。八

重山諸島全域で神社の祭事の供物や生まれ祝いなど祝い事にしか用いない聖なるハーブ料理） 

●嵩西 洋子 

Designed & edited by Masanori KIMURA 

「クシティとマインスの島野菜ソーキ煮込み」  （写真4）               ※クシティはコリアンダー、マインスは米みその与那国方言 
 
クシティは栄養価が高く、生葉はビタミンCが豊富。果実に殺菌、抗炎症、鎮静、デトックスなどの効果 
レシピの組み立ては体内を温め免疫力アップに期待し、寒い季節におすすめ 

 
材料（5人分）すべて島産物 
ソーキ(スペアリブ) 600g、トウガン 500g、カブ 300g、ニンジン 200g、キンカン 200g、半熟パパイヤ 200g、蒸し煮ベニイモ 200g、マインス 180g、 

クシティ根付き 120g、クシティシード(果実)大さじ 1、セロリ 30cm 1本、完熟ピパーチ 3本、ローリエ 2枚、21種オーガニックハーブソルト大さじ 1  
 
作り方 

1. 30cmスープ鍋にスペアリブとひたひたの水を入れて沸騰させ、アクをとる。一旦、火を止めて出汁昆布、ローリエ、セロリを入れて20分間置く 

2. 1に火を再び入れて煮ていく。豚骨付きバラ肉が煮えたら、出し昆布は取り出してピパーチを刻み入れる 

3. 1にトウガン、ニンジン、カブ、キンカン、パパイヤの煮えにくい順に、適当な大きさで刻み入れて煮る 

4. ミキサーにクシティの全草とシード、米味噌、水2カップを入れてミキシングし、1に入れてひと煮立ちさせる。仕上げにハーブソルトで味を調える 

5. 器に1を入れて最後にベニイモを加える。トッピングにクシティを飾る 

「ツァリサグナかまぼこ」 （写真1）         ※ツァリサグナはスイートフェンネルの与那国方言 

材料：１本分（３×８×15） 

牛豚合いびき肉 530g、長命草の若い茎葉 60g、ツァリサグナの花と若い果実 15g、ヒハツモドキの赤い果

実５個、ハーブソルト小さじ１、オリーブオイル大さじ１、白ワイン適量、シークワーサー汁３個分 

作り方 

1. ボウルにひき肉、ハーブソルトをふり入れてこねる。よく練ることできめが細かくしっとりする 

2. 長命草の茎葉をみじん切りにする。ツァリサグナの花と果実を刻む。ヒハツモドキの果実は横に薄く刻む。

刻んだ全てを1のボウルに入れて混ぜる 

3. ラップを広げ1を包んでかまぼこ状に形を整えて置く。フライパンを熱しオイルをひいて焼く 

4. 少し焦げ目をつけて、煮汁がなくなるとワインをまわしかける。弱火にして鍋の蓋をし 20 分ほどをかけて

両面を蒸し焼きにする 

5. 4に箸を立てて中の油を適当に押し出す。シークワーサー汁をまわしかけ、とろみをつける。粗熱がとれて

２cmの厚さに切り分けていく 

沖縄方言  
 
フェンネル 

沖縄：イーチョーバー 

石垣：ニーズンキョー 

与那国：ツァリサグナ (「臭い葉の

 ウイキョウ」の意)
 

コリアンダー 

与那国：  クシティ
 

ボタンボウフウ 

沖縄：サクナ 

与那国：  長命草 (チョウメイグサ)



 

 

八
重
山
は
亜
熱
帯
海
洋
性
の
気
候
を
持

ち
、
年
平
均
気
温
は
24
℃
で
寒
暖
の
差
も

小
さ
く
、
過
ご
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
。
年

間
降
水
量
は2

0
0
0
 m

m

以
上
と
多
く
、
日

照
時
間
も
長
い
の
で
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

よ
り
多
く
受
け
、
光
合
成
も
活
発
に
行
わ
れ

る
。
標
高
が
低
い
の
で
海
風
が
内
陸
側
ま
で

入
り
込
み
、
海
浜
植
物
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら

れ
る
。
島
の
人
の
暮
ら
し
と
古
く
か
ら
な
じ

み
の
あ
る
海
浜
の
ハ
ー
ブ
を
挙
げ
て
み
た
。 

ゲ
ッ
キ
ツ
（
デ
ィ
ン
ギ
） 

M
u

rraya pan
icu

lata (L
.) Jack

 

ミ
カ
ン
科
。
海
岸
近
く
の
低
地
林
に
生
え
、

与
那
国
で
は
デ
ィ
ン
ギ
と
呼
ぶ
。
赤
く
熟
れ

た
実
を
爪
に
塗
る
子
ど
も
達
の
遊
び
か
ら

八
重
山
で
は
ツ
メ
ヒ
カ
リ
ノ
キ
と
も
。
シ
ル

ク
ジ
ャ
ス
ミ
ン
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ャ
ス
ミ
ン
と

も
呼
ば
れ
、
花
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
り
に
似

る
。
茎
葉
の
煎
じ
た
も
の
を
腰
痛
の
湿
布
や
、

あ
せ
も
等
皮
膚
疾
患
に
薬
用
風
呂
に
。
葉
は

同
属
の
カ
レ
ー
リ
ー
フ(

オ
オ
バ
ゲ
ッ
キ
ツ

M
u
rray

a k
oen

igii (L
.)S

pren
g
.)

同
様
ス
パ

イ
ス
に
。
花
は
甘
酢
漬
で
ピ
ク
ル
ス
に
。 

ヒ
レ
ザ
ン
シ
ョ
ウ 

Z
an

thoxylu
m

 
beecheyan

u
m

 
K

.K
och

 
v

ar. alatu
m

 (N
ak

ai) H
.H

ara  

ミ
カ
ン
科
。
サ
ン
ゴ
礁
の
岩
場
な
ど
に
自
生
。

葉
は
柑
橘
特
有
の
さ
わ
や
か
な
香
り
。
葉
と

実
を
香
辛
料
に
。
八
重
山
で
は
生
葉
を
解
毒

と
し
て
魚
汁
や
刺
身
の
添
え
に
。
雄
雌
異
株

の
常
緑
だ
が
寒
い
と
落
葉
。
夏
に
開
花
し
秋

に
結
実
。
果
皮
は
硬
く

亀
裂
し
た
中
か
ら
黒
い

玉
が
顔
を
向
き
だ
す
。

実
は
舌
が
痺
れ
る
よ
う

な
辛
味
が
あ
る
。
庭
木

で
人
気
。
以
前
は
海
岸

近
く
で
見
か
け
た
が
最

近
は
殆
ど
な
く
、
野
生

の
も
の
は
絶
滅
危
惧
種

に
。
挿
し
木
よ
り
種
子

の
方
が
殖
や
し
や
す
い
。

乾
燥
し
た
葉
に
も
香
り

と
辛
味
が
あ
り
魅
力
的

な
ス
パ
イ
ス
だ
。 

イ
リ
オ
モ
テ
ア
ザ
ミ
（
ハ
マ
グ
ン
ブ
） 

C
irsiu

m
 brevicau

le A
.G

ray
 

キ
ク
科
。
与
那
国
で
は
根
の
形
や
香
り
が
グ

ン
ブ(

ゴ
ボ
ウ)

に
似
て
い
る
の
で
ハ
マ
グ
ン

ブ
と
呼
ぶ
。訛
っ
て
ア
ダ
ミ
と
も
。
30
～
80

cm
ほ
ど
に
伸
び
た
紡
錘
状
の
根
を
無
数
に

つ
け
、
デ
ン
プ
ン
を
多
く
含
む
。
３
～
９
月

に
開
花
。
秋
に
播
種
し
、
翌
年
か
ら
野
菜
と

し
て
利
用
。
根
に
抗
菌
成
分
が
あ
り
、
日
干

し
魚
の
保
存
に
も
活
用
。
か
つ
て
は
火
傷
、

腫
れ
も
の
，
打
ち
身
な
ど
に
煎
じ
茶
を
用
い

た
。
根
を
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
天
日
干
し
し

た
テ
ィ
ー
は
ほ
ん
の
り
甘
く
便
秘
、
の
ぼ
せ

な
ど
を
解
消
、
デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
も
高
い
。 

ツ
ル
ナ
（
ハ
マ
ナ
） 

T
etragon

ia tetragon
ioides  (P

all.) K
u

n
tze 

ツ
ル
ナ
科(

ハ
マ
ミ
ズ
ナ
科)

。
ハ
マ
ジ
シ
ャ
、

ハ
マ
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
も
。
海
岸
に
自
生
し
、
石
垣

で
は
ハ
マ
ナ
と
呼
ぶ
。葉
が
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
似
て
、

地
を
這
い
茎
は
蔓
状
に
な
る
。
葉
は
肉
厚
、
表
面
に

粒
状
の
突
起
が
あ
り
触
る
と
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
る
。

３
～
６
月
開
花
。
果
実
は
突
起
の
あ
る
堅
果
。
ビ
タ

ミ
ン
類
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
カ
ロ
テ
ン
、
鉄
分
が
豊
富
。

シ
ュ
ウ
酸
が
含
ま
れ
る
た
め
控
え
め
に
。
繁
殖
は
種

子
ま
た
は
挿
し
穂
。
収
穫
を
兼
ね
，
切
り
戻
し
を
行

う
と
年
中
収
穫
可
能
。 

オ
オ
ハ
マ
ボ
ウ
（
ユ
ウ
ナ
） 

H
ibiscu

s tiliaceu
s L

.  

ア
オ
イ
科
。
花
は
ロ
ー
ゼ
ル
に
似
て
、
黄
金
色
か
ら

茜
色
へ
と
変
わ
る
美
し
い
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
。

葉
や
樹
皮
に
は
繊
維
が
多
く
、
以
前
に
は
暮
ら
し
の

中
に
多
く
利
用
さ
れ
、
葉
は
食
べ
物
を
包
む
も
の
な

ど
。
樹
皮
か
ら
与
那
国
で
カ
ン
と
呼
ば
れ
る
靭
皮(

じ

ん
ぴ)

繊
維
を
と
り
、
凧
作
り
や
縄
な
ど
に
。
材
質
も

軽
く
て
丈
夫
な
た
め
木
製
遊
具
の
イ
ッ
パ
や
水
中
メ

ガ
ネ
な
ど
を
作
っ
て
い
た
。
枝
は
柔
軟
性
が
あ
り
、

揺
さ
ぶ
る
（
ド
ゥ
ン
パ
）
木
を
意
味
し
、
ド
ゥ
リ
ン

パ
キ
と
与
那
国
で
は
呼
ば
れ
る
。
葉
は
煮
だ
す
と
赤

い
テ
ィ
ー
と
な
り
、
咳
止
め
や
喉
の
腫
れ
の
炎
症
を

抑
え
る
ほ
か
、
樹
皮
と
根
茎
は
解
熱
な
ど
、
皮
膚
疾

患
に
も
よ
い
。 

ハ
マ
ダ
イ
コ
ン 

R
aph

an
u
s sativ

u
s L

. v
ar. h

orten
sis B

ack
er f. 

raph
an

istroid
es M

ak
in

o 

ア
ブ
ラ
ナ
科
。
春
に
海
岸
沿
い
を
歩
く
と
ハ
マ
ダ
イ

コ
ン
の
芽
吹
き
が
楽
し
み
だ
。
生
の
葉
を
食
べ
て
風

邪
予
防
に
、
乾
燥
し
た
葉
を
風
呂
に
入
れ
て
皮
膚
の

湿
疹
や
か
ぶ
れ
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
神
経

痛
や
冷
え
性
か
ら
く
る
関
節
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
の

に
も
。
花
は
観
賞
、
葉
や
種
子
は
ピ
ク
ル
ス
に
。
栽

培
も
容
易
な
の
で
お
す
す
め
。 

 

 

（
ゲ
ッ
キ
ツ
、
ヒ
レ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
イ
リ
オ
モ
テ
ア
ザ
ミ
、
ツ
ル
ナ
、 

オ
オ
ハ
マ
ボ
ウ
、
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
） 

八
重
山
の
ハ
ー
ブ
＝
「
命
草
」
第
七
回 

海
浜
ハ
ー
ブ 

   
 

 
 

 
   文･

イ
ラ
ス
ト･

写
真 

嵩
西 

洋
子 

ゲッキツ（ディンギ）Murraya paniculata (L.) Jack 

ヒレザンショウ Zanthoxylum beecheyanum K.Koch 

var. alatum (Nakai) H.Hara 

 



 
      たけにしようこ。JHS八重山支部長。上級ハーブインストラクター。
石垣島ハーブスクール代表。地域特産物マイスター（公財日本特産農産物協会）。農業
生産法人株式会社石垣島胡椒園代表取締役。全国ハーブサミット石垣市大会では八
重山地区ハーブフェスティバル八重山実行委員会専門部会長。著書に『紀和へ』 

 

 

 

●嵩西 洋子 

Designed & edited by Masanori KIMURA 

1. 八重山風“カジキのテリーヌ” （メカジキ、塩、ヒレ

ザンショウ実、ローゼル、ツノマタ（乾物をヒレザンショ

ウとピパーチ、ゼラニウムの生葉で煮る）、アボガド、

ドライトマト、ソース（ヒレザンショウ生葉、パセリ、アー

モンド粒、オリーブオイル、白ワイン、リンゴビネガー）  

2. ヒレザンショウの果実   3. 南の磯の香り、しゃきし

ゃき“アダミサラダ” （イリオモテアザミの根・若葉・花、

パプリカ、紫キャベツ、鶏ささみ、ハーブソルト、ドレッ

シング） 4. ハマナの田舎炒り煮 （ハマナ、島ゴボ

ウ、乾燥ダイコン、ちりめんじゃこ、白ゴマ、オリーブ

オイル、ハーブソルト）  5. ウンティヌイ・ハーブチー

ズ・アズキサンド （ウンティヌイはイモの八重山方言。

ベニイモ、クリームチーズ、甘煮アズキ、ユウナの葉・

花〈花芯を除去〉、バジル、タイム、ピパーチ熟果）  

オオハマボウ（ユウナ）Hibiscus tiliaceus L 

ツルナ（ハマナ）Tetragonia tetragonioides (Pall.) Kuntze 

ハマダイコン Raphanus sativus L. var. hortensis 
Backer f. raphanistroides Makino 

 

イリオモテアザミ（ハマグンブ）Cirsium brevicaule A.Gray 

上：地上部、下：根部 



 

 

前
回
に
引
き
続
き
、
八
重
山
の
海
浜
ハ
ー

ブ
第
二
弾
で
す
。 

テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
（
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ユ
リ
） 

L
iliu

m
 lon

gifloru
m

 T
h

u
n

b
.  

ユ
リ
科
。
琉
球
固
有
種
。
断
崖
の
岩
場
な
ど

に
自
生
。
イ
ー
ス
タ
ー
リ
リ
ー
と
し
て
も
知

れ
、
交
配
親
と
し
て
も
活
躍
し
、
た
く
さ
ん

の
園
芸
種
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
根
（
鱗
茎
）

は
と
て
も
苦
く
食
用
に
は
不
向
き
だ
が
、
生

の
根
を
砕
い
て
潰
し
た
も
の
を
打
撲
や
捻

挫
の
患
部
に
湿
布
剤
と
し
て
用
い
て
い
た
。

湿
布
剤
は
膏
薬
（
コ
ウ
ヤ
ク
）
と
い
い
、
小

麦
粉
と
ハ
イ
リ
（
酢
）
を
入
れ
て
練
っ
た
も

の
を
腫
れ
た
部
分
に
厚
く
お
き
白
い
布
で

巻
き
付
け
て
い
た
。
家
の
中
に
に
お
い
が
充

満
し
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
。 

ナ
ン
ゴ
ク
ク
サ
ス
ギ
カ
ズ
ラ 

（
ダ
チ
ュ
ウ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）A

sparagu
s 

cochin
chin

en
sis (L

o
u

r.) M
err. 

ユ
リ
科
。
南
国
草
杉
蔓
。
海
岸
の
サ
ン
ゴ
礁

の
岩
場
や
砂
質
の
草
地
な
ど
に
自
生
。
道
路

が
整
備
さ
れ
る
前
に
は
石
垣
や
福
木
の
根

で
ふ
さ
が
れ
た
ク
サ
ス
ギ
カ
ズ
ラ
が
、
イ
モ

（
根
茎
）
の
頭
を
半
分
出
し
た
も
の
に
よ
く

出
会
っ
た
。
与
那
国
島
で
は
「
飢
餓
の
イ
モ
」

の
意
を
も
つ
「
ダ
チ
ュ
ウ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と

呼
び
、
食
糧
難
の
時
に
滋
養
強
壮
剤
と
し
て

根
茎
を
煎
じ
て
薬
に
し
た
。
紡
錘
状
の
根
茎

は
束
生
し
、
砂
地
だ
と
長
さ
20

cm
、
径
２

～
３
cm
ま
で
太
く
な
る
。
５
月
頃
か
ら
葉

腋
に
乳
白
色
の
小
花
が
咲
き
、
７
月
に
は
赤

く
熟
し
た
球
果
と
な
る
。
果
肉
を
剥
が
し
て

砂
地
に
播
く
。
イ
モ
は
い
っ
た
ん
蒸
し
て
天

日
干
し
に
し
て
サ
ラ
ダ
や
酢
漬
け
な
ど
に

利
用
す
る
。 

ニ
イ
タ
カ
ヨ
モ
ギ
（
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ヨ
モ

ギ
、
ハ
マ
マ
ー
チ
、
イ
ン
チ
ン
グ
サ
） 

A
rtem

isia cam
pestris L

.  

キ
ク
科
。
八
重
山
で
は
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ヨ
モ

ギ
と
言
う
ほ
か
、
横
に
這
っ
て
い
る
姿
が
松

の
枝
に
似
る
こ
と
か
ら
ハ
マ(

浜)

マ
ー
チ

(

松)

と
か
、
近
縁
種
の
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
の
生
薬
名
、

茵
蔯
蒿(

イ
ン
チ
ン
コ
ウ)

か
ら
イ
ン
チ
ン
グ
サ
と
も

呼
ば
れ
る
。
砂
浜
を
好
ん
で
自
生
す
る
。
フ
ー
チ
ー

バ
ー
に
似
た
若
干
の
香
り
と
ほ
ろ
苦
さ
は
あ
る
が
、

ニ
シ
ヨ
モ
ギ
ほ
ど
苦
味
は
な
い
。
ま
た
葉
は
無
毛
で

み
ず
み
ず
し
く
サ
ラ
ダ
な
ど
で
も
美
味
で
あ
る
。 

ハ
マ
ゴ
ウ
（
ン
ダ
ブ
）V

itex rotu
n

difolia L
.f. 

シ
ソ
科
。
浜
栲
。
本
州
以
南
に
自
生
。
与
那
国
で
は

ン
ダ
ブ
と
呼
び
、
砂
浜
に
広
が
り
、
枝
葉
を
踏
む
と

清
涼
感
の
あ
る
独
特
な
香
り
が
す
る
。
ハ
マ
ゴ
ウ
は

単
葉
だ
が
、
近
縁
の
ミ
ツ
バ
ハ
マ
ゴ
ウ
は
３
葉
の
、

ヤ
エ
ヤ
マ
ハ
マ
ゴ
ウ
は
５
葉
の
複
葉
。
伝
承
で
は
、

関
節
の
痛
み
、
神
経
痛
、
皮
膚
病
な
ど
に
葉
を
煎
じ

て
患
部
に
湿
布
す
る
。
ま
た
茎
葉
を
い
ぶ
し
て
虫
除

け
使
わ
れ
る
ほ
か
、
沖
縄
線
香
に
も
用
い
ら
れ
て
き

た
。
中
薬
で
は
果
実
の
陰
干
し
し
た
も
の
を
蔓
荊
子

（
ま
ん
け
い
し
）、茎
葉
の
陰
干
し
し
た
も
の
を
蔓
荊

葉
（
ま
ん
け
い
よ
う
）
と
い
う
。
花
を
サ
ラ
ダ
に
、

若
葉
に
辛
味
が
あ
り
魚
料
理
に
未
熟
果
を
つ
ぶ
し
て

カ
レ
ー
の
ス
パ
イ
ス
に
用
い
る
。 

シ
マ
ヤ
マ
ヒ
ハ
ツ
（
ヤ
モ
ミ
、
ダ
マ
サ
ン
） 

A
n

tidesm
a m

on
tan

u
m

 B
lu

m
e  

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
。葉
の
形
状
は
ヒ
ハ
ツ
モ
ド
キ
に
、

房
状
に
つ
く
実
は
コ
シ
ョ
ウ
に
似
る
。
石
垣
で
ヤ
モ

ミ
、
与
那
国
で
ダ
マ
サ
ン(

ダ
マ
は
山
、
サ
ン
は
酸(

す

っ
ぱ
い)

の
意)

と
呼
ぶ
。
海
岸
近
く
の
原
野
や
山
に

自
生
。
雌
雄
異
株
で
雄
花
は
香
り
が
あ
る
が
実
は
つ

か
な
い
。
丈
夫
で
実
を
沢
山
つ
け
る
の
で
繁
盛
を
願

っ
て
生
け
垣
な
ど
に
す
る
。
熟
し
た
実
を
果
実
酒
や

ジ
ャ
ム
、
パ
ン
生
地
に
。
強
い
酸
味
と
濃
紫
色
は
魅

力
的
だ
。渋
み
も
あ
り
媒
染
な
し
で
紫
に
染
色
可
能
。 

八
重
山
の
ハ
ー
ブ
＝
「
命
草
」
第
八
回 

海
浜
ハ
ー
ブ
２ 

   
 
 
 
 
   

 

文･

イ
ラ
ス
ト･

写
真 

嵩
西 

洋
子 

 

 

 

（
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
、
ナ
ン
ゴ
ク
ク
サ
ス
ギ
カ
ズ
ラ
、
ニ
イ
タ
カ
ヨ
モ
ギ
、 

 

ハ
マ
ゴ
ウ
、
シ
マ
ヤ
マ
ヒ
ハ
ツ
） 

テッポウユリ（リュウキュウユリ） 

Lilium longiflorum Thunb. 

 

 

 

ナンゴククサスギカズラ 

Asparagus cochinchinensis (Lour.) Merr. 

ニイタカヨモギ Artemisia campestris L. 

シマヤマヒハツ Antidesma montanum Blume ハマゴウ Vitex rotundifolia L.f. 



 
      たけにしようこ。JHS八重山支部長。上級ハーブインストラクター。
石垣島ハーブスクール代表。地域特産物マイスター（公財日本特産農産物協会）。農業
生産法人株式会社石垣島胡椒園代表取締役。全国ハーブサミット石垣市大会では八
重山地区ハーブフェスティバル八重山実行委員会専門部会長。著書に『紀和へ』 

 

       

 

●嵩西 洋子 

Designed & edited by Masanori KIMURA 

1．テッポウユリ ユリ根   2～7．ナンゴククサスギ

カズラ  2．花 3．全草（茎葉と根） 4．【ダチュ

ウンティティとお花の甘いスープ】（3皿分） ナンゴク

クサスギカズラの根茎 2 本分、ウナズキヒメフヨウの

花 12輪、フレッシュローゼル 5個分、キンカン 3個

分、ザラメ大さじ 3 5．【ヤブカンゾウとダチュウンテ

ィティのチャンプルー】 6．【天門冬（テンモンドウ）

（ナンゴククサスギカズラの根のスライス）】 7．【ダ

チュウンティティとゲットウの甘みそ炒め】   8．ニ

イタカヨモギ 【豚ロースとハママーチ炒め】（2 人分） 

豚ロース薄切り 160ｇ、ニイタカヨモギ葉一握り、アセ

ロラ６粒、ハーブソルト小さじ１、オリーブオイル大サ

ジ 1   9～10．ハマゴウ  9．花  10．【タコと

ハマゴウの祖みそ和え】    11～14．シマヤマヒ

ハツ  11．花  12．果実  13．収穫した果実  

14．【ダマサン・ハマカンダサンド】 小麦粉、シマヤ

マヒハツ、レモンピール、レモン汁、ドライアプリコッ

ト、グンバイヒルガオの花と若葉、サフラワーオイル 
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